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越中一宮 髙瀬神社ブライダル

只 今 
秋・冬の婚礼
ご予約
受付中このバンケットホールでのご結婚披露宴のご予約を承っております。

お気軽にお問い合わせ、ご相談いただきますよう、お待ち申し上げます。

縁結びの神様に誓う

伝統の結婚式を挙げていただく、

一生に一度の日だからこそ、

一日一組のカップルの為だけに、

このバンケットは生まれました。

高瀬神社 検索

おもてなしバンケットホール
一日一組限定の

仕事内容　結婚式・披露宴でのサービス業をご担当いただきます
勤務時間　土・日・祝日／9:00～18:00の間（披露宴時間による）
勤 務 地　南砺市高瀬291　髙瀬神社内
給　　与　時給1,000円以上　研修30ｈは時給900円
待　　遇　制服貸与　食事手当500円

土・日・祝日の空いた曜日だけ! 事前にシフトを決めて働きましょう!!
未経験者歓迎! 丁寧に教えます!

髙瀬神社  ブライダル事業部
℡（0763）82-1131  中井　面接随意・先ずはお電話を

月単位のシフト制なのであなたの都合に合わせて働けます

縁結びの神様のもとで幸せのお手伝いをしてみませんか
やさしいあなたの力を必要としています
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春
祭
り
が
始
ま
り
、
諸
々
の
活
動

が
活
発
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
矢
先

に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的

流
行
が
お
こ
り
、
現
在
も
国
民
生
活

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま

す
。
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
マ
ス
コ
ミ
、

ま
た
国
会
で
は
政
府
の
対
応
が
不
十

分
だ
と
騒
い
で
い
ま
す
。
ど
の
よ
う

に
対
応
す
れ
ば
感
染
が
防
げ
る
の

か
、
ま
た
、
治
癒
で
き
る
の
か
、
確
実

な
方
法
が
は
っ
き
り
し
な
い
状
況
に

お
い
て
不
安
を
煽
る
よ
う
な
発
言
や

報
道
は
い
か
が
な
も
の
で
し
ょ
う
。

　
一
生
懸
命
に
感
染
防
止
対
策
や

治
療
に
向
き
合
っ
て
い
る
人
た
ち
が

い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
国
民
あ
げ
て

感
染
拡
大
防
止
と
早
期
終
息
と
い
う

目
的
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
よ
う

発
言
、
発
信
す
る
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
閣
僚
の
失
言
や
失
態
が

な
い
か
、
粗
探
し
ば
か
り
せ
ず
、

協
力
し
て
対
策
を
進
め
て
ほ
し
い
も

の
で
す
。

　
ま
た
、
経
済
活
動
が
停
滞
し
て
い

る
現
在
、
政
府
の
対
策
が
示
さ
れ
ま

し
た
が
、
い
つ
も
「
国
は
何
を
し
て

く
れ
る
の
で
す
か
」、「
支
給
金
額
は

い
く
ら
で
す
か
」
と
い
う
要
求
ば
か

り
。
も
ら
う
こ
と
し
か
考
え
て
い
な

い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
今
回
の
よ
う

な
非
常
時
に
は
、
私
た
ち
国
民
も

我
慢
で
き
る
こ
と
は
我
慢
し
て
、
国

が
何
を
し
て
く
れ
る
の
か
と
い
う
前

に
、
国
民
と
し
て
自
分
は
何
を
な
す

べ
き
な
の
か
を
考
え
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
日
、
豊
か
で
快
適
な
生
活
を
し

て
い
ま
す
が
、
ひ
と
た
び
災
害
な
ど

が
起
こ
る
と
、
こ
の
生
活
も
簡
単
に

崩
壊
し
て
し
ま
い
ま
す
。
近
年
、

度
々
起
こ
る
災
害
に
よ
っ
て
そ
れ
を

経
験
し
て
き
た
私
た
ち
で
す
が
、

時
と
共
に
忘
れ
て
し
ま
い
が
ち
で

す
。
ま
た
、
直
接
の
被
害
者
で
な
い

場
合
、
他
人
事
と
し
て
受
け
止
め
て

き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
般

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行

は
、
世
界
中
で
、
国
内
全
域
で
感
染

者
が
続
出
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

に
な
い
身
近
で
切
実
な
事
態
と
な
っ

て
い
る
こ
と
に
鑑
み
て
も
個
人
と
し

て
最
低
限
の
責
任
（
予
防
対
策
）
を

果
た
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
台
風
や
大
雨
、
地
震
を
起
こ
さ
せ

な
い
こ
と
な
ど
、
人
間
の
手
に
負
え

な
い
こ
と
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
に
、

古
来
、
津
々
浦
々
の
神
社
に
お
い
て
、

氏
子
が
一
体
と
な
り
、
自
然
災
害
や

疫
病
な
ど
が
発
生
し
な
い
よ
う
、
村

里
の
安
全
を
祈
る
お
祭
り
が
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
。
人
間
の
力
で
で
き
る

こ
と
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
も

全
国
の
神
社
で
早
期
終
息
を
祈
願
す

る
お
祭
が
奉
仕
さ
れ
て
い
ま
す
。

昔
か
ら
「
苦
し
い
時
の
神
頼
み
」
と

困
難
を
乗
り
越
え
る
た
め
に

宮

　司  

藤
井
秀
嗣

吟　詠　奉　納

に
っ
く 

さ
い

い
わ
れ
ま
す
が
、
神
様
に
祈
願
す
れ

ば
す
ぐ
に
願
い
が
叶
う
と
い
う
も
の

で
は
な
く
、
成
就
の
た
め
の
精
進
が

大
切
で
す
。
い
ま
は
国
民
が
一
致
団
結

し
て
終
息
へ
の
努
力
を
重
ね
つ
つ
、

神
様
に
祈
り
を
捧
げ
る
こ
と
が
肝
心

な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
髙
瀬
神
社
で
は
一
日
も
早
く
終
息

す
る
よ
う
毎
朝
の
日
供
祭
（
神
様
に

お
食
事
を
お
供
え
す
る
祭
）
に
合
わ

せ
て
祈
願
す
る
と
と
も
に
、
参
拝
者

の
皆
さ
ん
に
も
ご
自
分
の
お
願
い
事

に
付
け
加
え
て
、
早
期
終
息
を
祈
願

し
て
い
た
だ
く
よ
う
ご
案
内
し
て
い

ま
す
。

　
現
段
階
で
は
終
わ
り
の
見
え
な
い

戦
い
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
大
神
様

の
御
加
護
を
い
た
だ
い
て
、
こ
の

難
局
を
無
事
に
乗
り
越
え
ら
れ
る
よ

う
日
々
お
祈
り
し
て
参
り
ま
す
。

ご
崇
敬
の
皆
さ
ん
も
ど
う
ぞ
ご
一
緒

に
ご
祈
念
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
致
し
ま
す
。

祭  

事  

暦

節

分

祭

紀
元
節
祭

　
二
月
三
日
午
後
三
時
よ
り
「
節
分

祭
」
を
斎
行
し
ま
し
た
。
こ
の
時
期

は
、
例
年
「
節
分
寒
波
」
に
見
舞
わ

れ
ま
す
が
、
本
年
は
暖
か
い
気
候
の

も
と
、「
節
分
」
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
祭
典
で
は
祝
詞
奏
上
、
神
楽
「
剣

の
舞
」
奉
奏
に
続
い
て
、「
小
槌
の

儀
」
を
行
い
ま
し
た
。
祭
典
後
、

「
福
は
内
、
鬼
は
外
」
の
掛
け
声
と

と
も
に
神
職
と
巫
女
、
石
岡
敬
夫
責

任
役
員
が
、

「
福
豆
」
を

撒
き
ま
し

た
。
お
参
り

さ
れ
た
方
々

は
、
両
手
を

い
っ
ぱ
い
に

広
げ
て
、
熱

心
に
豆
を
集

め
、
ご
家
庭

の
除
災
招
福

を
祈
念
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
皇
紀
二
六
八
〇

年
と
な
る
本
年
、

二
月
十
一
日
午
前

十
時
よ
り
「
紀
元

節
祭
」
を
斎
行

し
、
神
武
天
皇
に

よ
る
建
国
の
ご
偉

業
の
顕
彰
と
、
国

の
繁
栄
、
世
界
平

和
を
祈
念
し
ま
し

た
。
本
年
も
福
野

松
風
会
（
大
聖
寺

弘
会
長
）
会
員
が

建
国
の
日
を
奉
祝

し
、
吟
詠
を
奉
納

し
ま
し
た
。

奉
納
曲

【
御
本
社
】

「
海
に
浮
か
ぶ
」
王
陽
明

「
春
日
の
作
」
新
井
白
石

「
生
田
に
宿
す
」
管
　
茶
山

「
山
行
同
士
に
示
す
」
草
場
佩
川

【
功
霊
殿
】

「
新
正
口
号
」
武
田
信
玄

「
壇
の
浦
夜
泊
」
木
下
犀
潭

　
令
和
最
初
の
お
正
月
は
、
例
年

に
比
べ
暖
か
い
日
和
と
な
り
、
県

内
外
よ
り
約
十
九
万
人
の
参
拝
者

が
訪
れ
ま
し
た
。

　
御
祈
祷
で
は
、
本
年
よ
り
「
大

国
さ
ま
の
宝
願
小
槌
」
に
よ
る

「
小
槌
の
儀
」
を
行
い
、
多
く
の

方
々
が
大
国
様
の
福
を
い
た
だ
こ

う
と
お
参
り
さ
れ
、
英
霊
を
お
祀

り
す
る
功
霊
殿
に
も
多
く
の
ご
参

拝
を
賜
り
ま
し
た
。

　
奉
仕
巫
女
さ
ん
た
ち
が
、
明
る

い
笑
顔
で
参
拝
者
を
お
迎
え
し
、

令
和
二
年 

初 

詣

大
神
様
に
代
っ
て
皆
様
に
福
を
お

頒
か
ち
し
ま
し
た
。

　
本
年
も
関
係
各
位
の
ご
協
力
を

賜
り
ま
し
た
こ
と
に
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
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時
期

は
、
例
年
「
節
分
寒
波
」
に
見
舞
わ

れ
ま
す
が
、
本
年
は
暖
か
い
気
候
の

も
と
、「
節
分
」
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
祭
典
で
は
祝
詞
奏
上
、
神
楽
「
剣

の
舞
」
奉
奏
に
続
い
て
、「
小
槌
の

儀
」
を
行
い
ま
し
た
。
祭
典
後
、

「
福
は
内
、
鬼
は
外
」
の
掛
け
声
と

と
も
に
神
職
と
巫
女
、
石
岡
敬
夫
責

任
役
員
が
、

「
福
豆
」
を

撒
き
ま
し

た
。
お
参
り

さ
れ
た
方
々

は
、
両
手
を

い
っ
ぱ
い
に

広
げ
て
、
熱

心
に
豆
を
集

め
、
ご
家
庭

の
除
災
招
福

を
祈
念
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
皇
紀
二
六
八
〇

年
と
な
る
本
年
、

二
月
十
一
日
午
前

十
時
よ
り
「
紀
元

節
祭
」
を
斎
行

し
、
神
武
天
皇
に

よ
る
建
国
の
ご
偉

業
の
顕
彰
と
、
国

の
繁
栄
、
世
界
平

和
を
祈
念
し
ま
し

た
。
本
年
も
福
野

松
風
会
（
大
聖
寺

弘
会
長
）
会
員
が

建
国
の
日
を
奉
祝

し
、
吟
詠
を
奉
納

し
ま
し
た
。

奉
納
曲

【
御
本
社
】

「
海
に
浮
か
ぶ
」
王
陽
明

「
春
日
の
作
」
新
井
白
石

「
生
田
に
宿
す
」
管
　
茶
山

「
山
行
同
士
に
示
す
」
草
場
佩
川

【
功
霊
殿
】

「
新
正
口
号
」
武
田
信
玄

「
壇
の
浦
夜
泊
」
木
下
犀
潭

　
令
和
最
初
の
お
正
月
は
、
例
年

に
比
べ
暖
か
い
日
和
と
な
り
、
県

内
外
よ
り
約
十
九
万
人
の
参
拝
者

が
訪
れ
ま
し
た
。

　
御
祈
祷
で
は
、
本
年
よ
り
「
大

国
さ
ま
の
宝
願
小
槌
」
に
よ
る

「
小
槌
の
儀
」
を
行
い
、
多
く
の

方
々
が
大
国
様
の
福
を
い
た
だ
こ

う
と
お
参
り
さ
れ
、
英
霊
を
お
祀

り
す
る
功
霊
殿
に
も
多
く
の
ご
参

拝
を
賜
り
ま
し
た
。

　
奉
仕
巫
女
さ
ん
た
ち
が
、
明
る

い
笑
顔
で
参
拝
者
を
お
迎
え
し
、

令
和
二
年 

初 

詣

大
神
様
に
代
っ
て
皆
様
に
福
を
お

頒
か
ち
し
ま
し
た
。

　
本
年
も
関
係
各
位
の
ご
協
力
を

賜
り
ま
し
た
こ
と
に
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
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鎮

火

祭

　
三
月
八
日
午
前
十
時
よ
り
「
鎮
火

祭
」
を
斎
行
し
て
、
火
の
恵
み
に
感
謝

し
、一
年
の
無
火
災
を
祈
り
ま
し
た
。

　
本
殿
に
て
、
祝
詞
奏
上
、
神
楽

「
剣
の
舞
」
の
奉
奏
に
続
き
、「
鎮

火
神
事
」
を
行
い
ま
し
た
。
故
事
に

基
づ
き
、
篝
火
に
宮
司
と
南
砺
市
消

防
団
井
波
方
面
団
高
瀬
分
団
の
笠
田

武
司
分
団
長
が
瓢
（
ひ
さ
ご
）
の

「
水
」
を
、
続
い
て
橋
場
秀
裕
副
分

団
長
が
「
土（
砂
）」
を
、
次
に
久

恵
欣
紀
部
長
が
「
川
菜
」
を
用
い
て

篝
火
台
の
火
を
鎮
め
、
滞
り
な
く
行

事
を
執
り
納
め
ま
し
た
。

天

長

節

祭

　
二
月
二
十
三
日
午
前
十
時
よ
り
、

令
和
の
御
代
初
め
て
の
「
天
長
節

祭
」
を
斎
行
し
ま
し
た
。

　
現
在
で
は
、「
天
皇
誕
生
日
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
本
来
は
、

「
天
長
節
」
と
呼
ば
れ
、
昭
和
初
期

に
は
、
四
方
節
（
元
旦
）・
紀
元
節

（
現
「
建
国
記
念
日
」）・
明
治
節

（
明
治
天
皇
の
お
誕
生
日 

現
「
文

化
の
日
」）
と
並
ん
で
四
大
節
と
呼

ば
れ
ま
し
た
。

　
全
国
の
神
社
で
は
、
現
在
で
も

「
天
長
節
」
と
呼
ば
れ
、
天
皇
陛
下

の
お
誕
生
日
を
奉
祝
し
て
い
ま
す
。

祈
年
祭
（
大
祭
）

　
二
月
十
七
日
午
前
十
時
よ
り
、
五
穀
豊
穣

と
産
業
発
展
、
国
家
の
安
泰
を
祈
願
す
る

「
祈
年
祭
」
を
斎
行
し
ま
し
た
。
氏
子
崇
敬

者
は
じ
め
農
業
関
係
者
が
参
列
さ
れ
ま
し
た
。

　
祭
典
で
は
神
楽
「
浦
安
の
舞
」
の
奉
奏
に

続
き
、
井
波
松
風
会
（
斎
藤
彰
岳
会
長
）
会

員
が
吟
詠
を
奉
納
し
ま
し
た
。

於　湊川神社　

初
詣
旅
行

　
一
月
二
十
日
よ
り
、
氏
子
崇
敬
者
の

皆
様
と
二
泊
三
日
の
日
程
で
、
初
詣
旅

行
に
出
か
け
ま
し
た
。
大
阪
天
満
宮
、

湊
川
神
社
を
正
式
参
拝
、
坐
摩
神
社
、

生
田
神
社
を
自
由
参
拝
し
ま
し
た
。
各

社
に
お
い
て
心
温
ま
る
ご
対
応
を
頂

き
、
有
意
義
な
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

　
天
候
に
も
恵
ま
れ
た
「
新
年
初
笑
い

の
旅
」
は
、
天
満
天
神
繁
昌
亭
で
落
語

を
、
な
ん
ば
グ
ラ
ン
ド
花
月
で
、
漫
才

や
吉
本
新
喜
劇
を
観
劇
し
、
笑
顔
に
満

ち
た
楽
し
い
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

源
は
神
在
す
山
初
手
水
 

梅
島
く
に
を

虚
子
と
い
ふ
師
を
お
手
本
に
去
年
今
年
 
田
上
眞
知
子

束
の
間
を
宮
司
談
笑
雪
晴
間
 

名
村
　
五
月

松
ヶ
枝
の
影
伸
び
て
い
し
初
日
か
な
 

宇
野
　
恭
子

な
で
う
さ
ぎ
膝
撫
で
回
し
老
の
春
 

安
田
　
富
子

束
髪
に
熨
斗
の
飾
り
や
初
神
楽
 

冨
田
み
ゆ
き

老
幹
の
白
梅
剪
り
て
壺
に
満
つ
 

大
浦
　
昌
美

雪
無
き
を
嬉
し
嬉
し
と
句
会
場
 

澤
田
　
敦
子

逃
げ
惑
ふ
蜘
蛛
を
追
ひ
つ
つ
煤
払
ひ
 

中
川
　
英
堂

来
る
娘
ら
に
花
び
ら
餅
を
買
ひ
て
待
つ
 
有
川
　
　
寛

雑
煮
餅
老
に
小
ぶ
り
の
清
し
汁
 

窪
田
　
悦
子

花
鉢
を
売
る
生
徒
ら
や
歳
の
市
 

上
古
　
眞
澄

年
の
市
福
野
絣
の
小
物
買
ふ
 

髙
原
　
禮
子

産
土
へ
先
づ
真
っ
す
ぐ
に
初
詣
 

城
宝
寿
美
礼

湯
気
立
て
て
参
拝
客
を
待
つ
露
店
 

有
川
　
公
子

鴟
尾
高
く
立
山
へ
飛
ぶ
初
鴉
 

五
十
嵐
千
恵
子

以
上
十
六
名

敬
称
略

　
一
月
五
日
、
恒
例
の
福
野
糸
瓜
句
会（
梅
島
く
に
を
会
長
）
の

「
初
詣
句
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
奉
納
句
は
次
の
通
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
く
の

へ
ち
ま

く
か
い

令
和
二
年
正
月 

初
詣
句
会

於　大阪天満宮

天満天神繁昌亭

奉納曲
「新年山を望む」明治天皇御製
「令和」万葉集

吟詠奉納
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鎮
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を
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行
し
て
、
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の
恵
み
に
感
謝

し
、一
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の
無
火
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を
祈
り
ま
し
た
。

　
本
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に
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、
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上
、
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楽

「
剣
の
舞
」
の
奉
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に
続
き
、「
鎮

火
神
事
」
を
行
い
ま
し
た
。
故
事
に

基
づ
き
、
篝
火
に
宮
司
と
南
砺
市
消

防
団
井
波
方
面
団
高
瀬
分
団
の
笠
田

武
司
分
団
長
が
瓢
（
ひ
さ
ご
）
の

「
水
」
を
、
続
い
て
橋
場
秀
裕
副
分

団
長
が
「
土（
砂
）」
を
、
次
に
久

恵
欣
紀
部
長
が
「
川
菜
」
を
用
い
て

篝
火
台
の
火
を
鎮
め
、
滞
り
な
く
行

事
を
執
り
納
め
ま
し
た
。

天

長

節

祭

　
二
月
二
十
三
日
午
前
十
時
よ
り
、

令
和
の
御
代
初
め
て
の
「
天
長
節

祭
」
を
斎
行
し
ま
し
た
。

　
現
在
で
は
、「
天
皇
誕
生
日
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
本
来
は
、

「
天
長
節
」
と
呼
ば
れ
、
昭
和
初
期

に
は
、
四
方
節
（
元
旦
）・
紀
元
節

（
現
「
建
国
記
念
日
」）・
明
治
節

（
明
治
天
皇
の
お
誕
生
日 

現
「
文

化
の
日
」）
と
並
ん
で
四
大
節
と
呼

ば
れ
ま
し
た
。

　
全
国
の
神
社
で
は
、
現
在
で
も

「
天
長
節
」
と
呼
ば
れ
、
天
皇
陛
下

の
お
誕
生
日
を
奉
祝
し
て
い
ま
す
。

祈
年
祭
（
大
祭
）

　
二
月
十
七
日
午
前
十
時
よ
り
、
五
穀
豊
穣

と
産
業
発
展
、
国
家
の
安
泰
を
祈
願
す
る

「
祈
年
祭
」
を
斎
行
し
ま
し
た
。
氏
子
崇
敬

者
は
じ
め
農
業
関
係
者
が
参
列
さ
れ
ま
し
た
。

　
祭
典
で
は
神
楽
「
浦
安
の
舞
」
の
奉
奏
に

続
き
、
井
波
松
風
会
（
斎
藤
彰
岳
会
長
）
会

員
が
吟
詠
を
奉
納
し
ま
し
た
。

於　湊川神社　

初
詣
旅
行

　
一
月
二
十
日
よ
り
、
氏
子
崇
敬
者
の

皆
様
と
二
泊
三
日
の
日
程
で
、
初
詣
旅

行
に
出
か
け
ま
し
た
。
大
阪
天
満
宮
、

湊
川
神
社
を
正
式
参
拝
、
坐
摩
神
社
、

生
田
神
社
を
自
由
参
拝
し
ま
し
た
。
各

社
に
お
い
て
心
温
ま
る
ご
対
応
を
頂

き
、
有
意
義
な
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

　
天
候
に
も
恵
ま
れ
た
「
新
年
初
笑
い

の
旅
」
は
、
天
満
天
神
繁
昌
亭
で
落
語

を
、
な
ん
ば
グ
ラ
ン
ド
花
月
で
、
漫
才

や
吉
本
新
喜
劇
を
観
劇
し
、
笑
顔
に
満

ち
た
楽
し
い
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

源
は
神
在
す
山
初
手
水
 

梅
島
く
に
を

虚
子
と
い
ふ
師
を
お
手
本
に
去
年
今
年
 
田
上
眞
知
子

束
の
間
を
宮
司
談
笑
雪
晴
間
 

名
村
　
五
月

松
ヶ
枝
の
影
伸
び
て
い
し
初
日
か
な
 

宇
野
　
恭
子

な
で
う
さ
ぎ
膝
撫
で
回
し
老
の
春
 

安
田
　
富
子

束
髪
に
熨
斗
の
飾
り
や
初
神
楽
 

冨
田
み
ゆ
き

老
幹
の
白
梅
剪
り
て
壺
に
満
つ
 

大
浦
　
昌
美

雪
無
き
を
嬉
し
嬉
し
と
句
会
場
 

澤
田
　
敦
子

逃
げ
惑
ふ
蜘
蛛
を
追
ひ
つ
つ
煤
払
ひ
 

中
川
　
英
堂

来
る
娘
ら
に
花
び
ら
餅
を
買
ひ
て
待
つ
 
有
川
　
　
寛

雑
煮
餅
老
に
小
ぶ
り
の
清
し
汁
 

窪
田
　
悦
子

花
鉢
を
売
る
生
徒
ら
や
歳
の
市
 

上
古
　
眞
澄

年
の
市
福
野
絣
の
小
物
買
ふ
 

髙
原
　
禮
子

産
土
へ
先
づ
真
っ
す
ぐ
に
初
詣
 

城
宝
寿
美
礼

湯
気
立
て
て
参
拝
客
を
待
つ
露
店
 

有
川
　
公
子

鴟
尾
高
く
立
山
へ
飛
ぶ
初
鴉
 

五
十
嵐
千
恵
子

以
上
十
六
名

敬
称
略

　
一
月
五
日
、
恒
例
の
福
野
糸
瓜
句
会（
梅
島
く
に
を
会
長
）
の

「
初
詣
句
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
奉
納
句
は
次
の
通
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
く
の

へ
ち
ま

く
か
い

令
和
二
年
正
月 

初
詣
句
会

於　大阪天満宮

天満天神繁昌亭

奉納曲
「新年山を望む」明治天皇御製
「令和」万葉集

吟詠奉納
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祭
典
・
行
事
の
ご
案
内

「
夏
詣
」と
は
…

　
新
し
い
習
慣
と
し
て
、
全
国
の
神
社
で
始
め
ら
れ

て
い
る
行
事
で
す
。

　
日
本
人
は
、「
師
走
の
大
祓
」
で
、
罪
穢
を
祓
い
清
め
て
か

ら
、
一
年
の
平
穏
を
祈
る
初
詣
に
出
か
け
ま
す
。
対
し
て
「
夏

越
の
大
祓
」
後
に
は
、
残
る
半
年
の
平
穏
を
祈
る
「
初
詣
」
の

よ
う
な
習
慣
は
こ
れ
ま
で
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ

で
、
新
年
同
様
に
半
年
が
無

事
過
ぎ
た
こ
と
に
感
謝
し
、

残
る
半
年
の
平
穏
を
願
う
風

習
を
「
夏
詣
」
と
名
付
け
て

提
唱
し
て
い
ま
す
。

　
期
間
中
、
授
与
所
で
は
、

「
夏
詣
」
の
御
朱
印
と
お
守

り
を
お
頒
ち
致
し
ま
す
。

　
ま
た
、
御
祈
祷
で
大
国
様

の
福
を
い
た
だ
く
「
宝
願
小

槌
」
に
よ
る
「
小
槌
の
儀
」

を
ご
奉
仕
致
し
ま
す
。
ど
う
ぞ

お
参
り
下
さ
い
。

開
催

〇
夏
詣
期
間
中
の
御
朱
印

〇
宝
願
小
槌

な

　

 

ご
し

　
　
　
　お
お
は
ら
え

日 

時
　
六
月
三
十
日（
火
）
午
後
三
時
よ
り

お

　な

　ま

　え

生

年

月

日

　「
大
祓
」
は
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
犯
し
た
罪
穢
を
半
年
に
一
度

祓
い
落
と
し
て
、
元
の
清
ら
か
な
心
身
に
戻
り
、
続
く
半
年
も
無
病
息
災

で
過
ご
せ
る
よ
う
願
う
神
事
で
す
。

　
拝
殿
に
て
「
大
祓
詞
」
を
奉
唱
し
、各
人
が
「
人
形
」
に
罪
穢
を
移
し
、

特
に
「
夏
越
の
大
祓
」
は
前
庭
に
設
け
ら
れ
た
「
茅
の
輪
」
を
く
ぐ
り
、

心
身
を
清
浄
に
も
ど
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
暑
い
夏
を
健
康
に
乗
り
切
る

た
め
の
大
切
な
神
事
で
す
。
ど
う
ぞ
ご
参
列
下
さ
い
。

※
ご
希
望
の
方
に
は
案
内
状
と
人
形
を
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、

　
社
務
所
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

ひ
と
が
た

ち
　
　
わ

つ
み
け
が
れ

お
お
は
ら
え
の
こ
と
ば

  

水
無
月
の
夏
越
の
祓
す
る
人
は
千
歳
の
命
の
ぶ
と
い
う
な
り

『
拾
遺
和
歌
集
』（
よ
み
人
知
ら
ず
）茅の輪くぐり

な
つ
も
う
で

期 

間  
七
月
一
日（
水
）〜
七
日（
火
）

夏
越
の
大
祓

夏
越
の
大
祓

七
夕
祭
・
技
芸
上
達
祈
願
祭

七
夕
祭
・
技
芸
上
達
祈
願
祭

日 

時
　
七
月
七
日（
火
）
午
後
三
時
よ
り

　
夏
詣
最
終
日
と
な

る
七
月
七
日
に
織
姫

さ
ま
の
裁
縫
上
手
に

あ
や
か
り
、
習
い
事

が
上
達
す
る
よ
う
祈

願
す
る
「
七
夕
祭
・

技
芸
上
達
祈
願
祭
」

を
行
い
ま
す
。
ご
家

族
お
揃
い
で
是
非
お

参
り
下
さ
い
。
な
お
、
六
月
十
三
日（
土
）か
ら
七
月
七
日（
火
）ま
で
御

本
殿
前
に
短
冊
が
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
自
由
に
願
い
事
を
書
い

て
お
納
め
下
さ
い
。
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祭
典
・
行
事
の
ご
案
内

「
夏
詣
」と
は
…

　
新
し
い
習
慣
と
し
て
、
全
国
の
神
社
で
始
め
ら
れ

て
い
る
行
事
で
す
。

　
日
本
人
は
、「
師
走
の
大
祓
」
で
、
罪
穢
を
祓
い
清
め
て
か

ら
、
一
年
の
平
穏
を
祈
る
初
詣
に
出
か
け
ま
す
。
対
し
て
「
夏

越
の
大
祓
」
後
に
は
、
残
る
半
年
の
平
穏
を
祈
る
「
初
詣
」
の

よ
う
な
習
慣
は
こ
れ
ま
で
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ

で
、
新
年
同
様
に
半
年
が
無

事
過
ぎ
た
こ
と
に
感
謝
し
、

残
る
半
年
の
平
穏
を
願
う
風

習
を
「
夏
詣
」
と
名
付
け
て

提
唱
し
て
い
ま
す
。

　
期
間
中
、
授
与
所
で
は
、

「
夏
詣
」
の
御
朱
印
と
お
守

り
を
お
頒
ち
致
し
ま
す
。

　
ま
た
、
御
祈
祷
で
大
国
様

の
福
を
い
た
だ
く
「
宝
願
小

槌
」
に
よ
る
「
小
槌
の
儀
」

を
ご
奉
仕
致
し
ま
す
。
ど
う
ぞ

お
参
り
下
さ
い
。

開
催

〇
夏
詣
期
間
中
の
御
朱
印

〇
宝
願
小
槌

な

　

 

ご
し

　
　
　
　お
お
は
ら
え

日 
時
　
六
月
三
十
日（
火
）
午
後
三
時
よ
り

お

　な

　ま

　え

生

年

月

日

　「
大
祓
」
は
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
犯
し
た
罪
穢
を
半
年
に
一
度

祓
い
落
と
し
て
、
元
の
清
ら
か
な
心
身
に
戻
り
、
続
く
半
年
も
無
病
息
災

で
過
ご
せ
る
よ
う
願
う
神
事
で
す
。

　
拝
殿
に
て
「
大
祓
詞
」
を
奉
唱
し
、各
人
が
「
人
形
」
に
罪
穢
を
移
し
、

特
に
「
夏
越
の
大
祓
」
は
前
庭
に
設
け
ら
れ
た
「
茅
の
輪
」
を
く
ぐ
り
、

心
身
を
清
浄
に
も
ど
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
暑
い
夏
を
健
康
に
乗
り
切
る

た
め
の
大
切
な
神
事
で
す
。
ど
う
ぞ
ご
参
列
下
さ
い
。

※
ご
希
望
の
方
に
は
案
内
状
と
人
形
を
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、

　
社
務
所
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

ひ
と
が
た

ち
　
　
わ

つ
み
け
が
れ

お
お
は
ら
え
の
こ
と
ば

  

水
無
月
の
夏
越
の
祓
す
る
人
は
千
歳
の
命
の
ぶ
と
い
う
な
り

『
拾
遺
和
歌
集
』（
よ
み
人
知
ら
ず
）茅の輪くぐり

な
つ
も
う
で

期 

間  

七
月
一
日（
水
）〜
七
日（
火
）

夏
越
の
大
祓

夏
越
の
大
祓

七
夕
祭
・
技
芸
上
達
祈
願
祭

七
夕
祭
・
技
芸
上
達
祈
願
祭

日 

時
　
七
月
七
日（
火
）
午
後
三
時
よ
り

　
夏
詣
最
終
日
と
な

る
七
月
七
日
に
織
姫

さ
ま
の
裁
縫
上
手
に

あ
や
か
り
、
習
い
事

が
上
達
す
る
よ
う
祈

願
す
る
「
七
夕
祭
・

技
芸
上
達
祈
願
祭
」

を
行
い
ま
す
。
ご
家

族
お
揃
い
で
是
非
お

参
り
下
さ
い
。
な
お
、
六
月
十
三
日（
土
）か
ら
七
月
七
日（
火
）ま
で
御

本
殿
前
に
短
冊
が
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
自
由
に
願
い
事
を
書
い

て
お
納
め
下
さ
い
。
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日 

時
　
七
月
二
十
五
日（
土
）
午
前
十
時
よ
り

第
二
十
一
回  

人
形
感
謝
祭

に
ん

ぎ
ょ
う 

か
ん

　し
ゃ  

さ
い

　
古
く
な
っ
た
人
形
に
感
謝
し
、
神
社
へ
納
め
る
お
祭
り

「
人
形
感
謝
祭
」
を
行
い
ま
す
。
納
め
ら
れ
た
人
形
は
お
祓

い
の
後
、
お
焚
き
上
げ
し
て
お
別
れ
し
ま
す
。
子
供
の
成
長

と
と
も
に
使
わ
な
く

な
っ
た
り
、
壊
れ
た
り

し
た
「
人
形
」
や
「
ぬ

い
ぐ
る
み
」
を
ご
持
参

下
さ
い
。

受
　付

　
午
前
九
時
か
ら
午
前
十
時
ま
で
（
当
日
の
み
受
付
）

祈
願
料

　
三
千
円
か
ら
ご
志
納
願
い
ま
す
（
手
提
げ
袋
一
袋
程
度
）。

　
※
人
形
の
数
が
多
い
場
合
や
大
き
な
人
形
に
つ
い
て
は
、

事
前
に
社
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

4月 １・13・25日
5月 ７・19・31日
6月12・24日
7月 ６・18・30日
8月11・23日
9月 ４・16・28日

戌の日 （安産祈願）

腹帯のお祓いも行いますので
ご持参下さい。

ご
案
内

　
歯
固
め
石

　
当
神
社
で
は
、
お
食
い
初
め
の
石

「
歯
固
め
石
」を
授
与
し
て
お
り
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
社
務
所
へ
お
声
が
け

下
さ
い
。

※「
歯
固
め
の
石
」と
は

　
生
後
百
日
頃
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
歯
が
生
え

は
じ
め
る
時
期
で
す
。
お
食
い
初
め
の
行
事

で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
に
石
の
よ
う
に
丈
夫
な
歯

が
生
え
る
事
を
願
う
「
歯
固
め
の
儀
」
を
行

い
ま
す
。
こ
の

「
歯
固
め
の

儀
」
で
使
わ
れ

る
石
の
事
を
、

「
歯
固
め
石
」

と
言
い
ま
す
。

は
　が
た
　
　
い
し

　
前
回
（
社
報
六
十
三
号
）、
寺

西
政
雄
命
の
記
事
を
掲
載
し
ま
し

た
が
、
寺
西
家
に
残
さ
れ
て
い
た

書
簡
・
手
記
等
を
閲
覧
さ
せ
て
頂

く
機
会
を
得
ま
し
た
の
で
、
追
記

し
て
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

　
寺
西
政
雄
命
は
、
富
山
県
南
砺

市
高
瀬
の
ご
出
身
で

徴
兵
後
、
満
洲
国
で

軍
務
に
当
た
ら
れ
、

昭
和
十
二
年
（
一
九

三
七
）
二
月
に
帰
郷

さ
れ
ま
し
た
。
満
洲

の
哈
爾
浜
か
ら
故
郷

に
宛
て
た
手
紙
に

は
、
市
内
を
観
光
し

た
際
、
そ
の
発
展
ぶ

り
に
驚
い
た
事
や
、

故
郷
へ
の
お
土
産
に

悩
む
様
子
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
十
二
年
七
月
、
支
那
事
変

勃
発
に
よ
り
、
第
九
師
団
（
富

山
・
石
川
・
福
井
の
兵
士
で
構
成

さ
れ
る
）
の
上
海
へ
の
増
派
に
伴

い
出
征
さ
れ
ま
し
た
。

　
戦
地
は
、
開
戦
前
か
ら
堅
固
な

陣
地
が
構
築
さ
れ
て
い
た
上
、
良

好
な
道
路
も
少
な
く
、
水
濠
（
ク

リ
ー
ク
）
が
縦
横
に
連
な
る
為
、
軍

隊
の
行
動
が
困
難
と
い
う
地
形
で

し
た
。
現
地
の
日
本
軍
は
、
堅
固
な

陣
地
と
兵
数
の
劣
勢
に
よ
り
、
苦

戦
を
強
い
ら
れ
て
お
り
、
第
九
・
第

十
三
・
第
百
一
師
団
等
が
派
遣
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
九
月
末
、
上

海
に
上
陸
す
る

と
、
翌
月
四
日

に
は
、
第
三
・

第
九
師
団
の
戦

闘
が
進
捗
し
ま

し
た
。
そ
の
日

の
手
記
に
は
、

「
今
晩
弾
雨
か

猛
烈
」
、
十
日

の
手
記
に
は
、

「
其
日
は
朝
か

ら
夜
明
に
至
る
ま
で
ク
レ
ー
ク
に

て
体
を
ぬ
ら
す
。
下
は
水
に
ぬ
れ

上
か
ら
は
雨
か
降
り
、
此
の
寒
は

一
生
忘
れ
る
事
は
出
来
な
い
」
と

第
一
線
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
十
五
日
に
は
、
所
属
す
る
部

隊
の
中
隊
長
以
下
幹
部
は
ほ
と
ん

ど
戦
死
さ
れ
、
寺
西
政
雄
命
が
、

第
一
小
隊
長
代
理
と
な
り
ま
し
た
。

二
十
日
の
知
人
宛
の
書
簡
に
は
、

「
敵
砲
弾
は
耳
を
か
す
み
就
寝
す

る
事
十
分
な
ら
ず
。
日
も
最
早
十

五
日
余
り
相
成
り
ま
し
た
。
其
間

激
戦
は
数
回
、
三
度
食
す
ら
充
分

な
ら
ず
」
と
過
酷
な
戦
場
の
様
子

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
二
十
三
日
、
銃
弾
に
よ
り
負

傷
、
同
部
隊
の
大
窪
伍
長
に
よ
り

治
療
が
試
み
ら
れ
ま
し
た
が
戦
況

が
膠
着
状
態
と
な
り
治
療
が
難
し

い
と
悟
る
と
「
大
窪
君
、
大
丈
夫

だ
。
俺
の
事
を
心
配
せ
ず
、
味
方

を
指
揮
し
て
進
ん
で
呉
れ
」
と
伝

え
ら
れ
、
戦
死
さ
れ
ま
し
た
。
後

日
、
親
交
の
あ
っ
た
氏
川
軍
曹
か

ら
ご
遺
族
へ
宛
て
ら
れ
た
書
簡
に

も
「
部
下
と
共
に
実
に
勇
敢
な
る

第
一
線
勇
士
と
し
て
十
二
分
の
活

躍
せ
ら
れ
完
全
に
任
務
を
遂
行
せ

ら
れ
し
事
誠
に
武
人
の
亀
鑑
」
と

称
さ
れ
る
ご
最
期
で
し
た
。

　
明
朝
、
大
窪
伍
長
に
よ
っ
て
、

近
隣
の
部
落
の
傍
に
「
故
寺
西
伍

長
戦
死
之
地
」
と
墓
標
が
立
て
ら

れ
、
葬
ら
れ
ま
し
た
。
最
後
の
様

子
は
、
友
人
で
も
あ
っ
た
大
窪
伍

長
よ
り
寺
西
家
へ
と
伝
え
ら
れ
た

も
の
で
す
。

ハ
ル
ビ
ン

英
霊
の
ご
事
績（
寺
西
政
雄
命
）
権
禰
宜

　魚
岸
一
弥 

記

・

第
二
十
回 

人
形
展 

〜
一
期
一
会
〜

　七
月
二
十
四
日
（
金
）
〜
二
十
六
日
（
日
）
開
催

　
　
　﹇ 

午
前
十
時
〜
午
後
四
時 

﹈

会　場…当神社参集殿
入場料…無料　　（平成殿）

・

　
県
内
外
の
作
家
に
よ
る
創
作
人

形
や
、多
種
多
彩
な「
い
け
ば
な
」が

会
場
を
彩
る
、「
人
形
展
〜
一
期
一
会

〜
」が
本
年
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
洗
練
さ
れ
た
作
品
を
ご
覧
い
た
だ

き
、人
形
と
い
け
ば
な
と
の「
一
期
一

会
」を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

※
尚
、本
年
は
第
二
十
回
の
記
念
展
と
な
り
ま
す
の
で
特
別
企
画
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　乞
う
ご
期
待
！！

昭和十二年二月、除隊の時に贈られた
寄せ書き日章旗

（
原
文
マ
マ
）
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日 

時
　
七
月
二
十
五
日（
土
）
午
前
十
時
よ
り

第
二
十
一
回  

人
形
感
謝
祭

に
ん

ぎ
ょ
う 

か
ん

　し
ゃ  

さ
い

　
古
く
な
っ
た
人
形
に
感
謝
し
、
神
社
へ
納
め
る
お
祭
り

「
人
形
感
謝
祭
」
を
行
い
ま
す
。
納
め
ら
れ
た
人
形
は
お
祓

い
の
後
、
お
焚
き
上
げ
し
て
お
別
れ
し
ま
す
。
子
供
の
成
長

と
と
も
に
使
わ
な
く

な
っ
た
り
、
壊
れ
た
り

し
た
「
人
形
」
や
「
ぬ

い
ぐ
る
み
」
を
ご
持
参

下
さ
い
。

受
　付

　
午
前
九
時
か
ら
午
前
十
時
ま
で
（
当
日
の
み
受
付
）

祈
願
料

　
三
千
円
か
ら
ご
志
納
願
い
ま
す
（
手
提
げ
袋
一
袋
程
度
）。

　
※
人
形
の
数
が
多
い
場
合
や
大
き
な
人
形
に
つ
い
て
は
、

事
前
に
社
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

4月 １・13・25日
5月 ７・19・31日
6月12・24日
7月 ６・18・30日
8月11・23日
9月 ４・16・28日

戌の日 （安産祈願）

腹帯のお祓いも行いますので
ご持参下さい。

ご
案
内

　
歯
固
め
石

　
当
神
社
で
は
、
お
食
い
初
め
の
石

「
歯
固
め
石
」を
授
与
し
て
お
り
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
社
務
所
へ
お
声
が
け

下
さ
い
。

※「
歯
固
め
の
石
」と
は

　
生
後
百
日
頃
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
歯
が
生
え

は
じ
め
る
時
期
で
す
。
お
食
い
初
め
の
行
事

で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
に
石
の
よ
う
に
丈
夫
な
歯

が
生
え
る
事
を
願
う
「
歯
固
め
の
儀
」
を
行

い
ま
す
。
こ
の

「
歯
固
め
の

儀
」
で
使
わ
れ

る
石
の
事
を
、

「
歯
固
め
石
」

と
言
い
ま
す
。

は
　が
た
　
　
い
し

　
前
回
（
社
報
六
十
三
号
）、
寺

西
政
雄
命
の
記
事
を
掲
載
し
ま
し

た
が
、
寺
西
家
に
残
さ
れ
て
い
た

書
簡
・
手
記
等
を
閲
覧
さ
せ
て
頂

く
機
会
を
得
ま
し
た
の
で
、
追
記

し
て
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

　
寺
西
政
雄
命
は
、
富
山
県
南
砺

市
高
瀬
の
ご
出
身
で

徴
兵
後
、
満
洲
国
で

軍
務
に
当
た
ら
れ
、

昭
和
十
二
年
（
一
九

三
七
）
二
月
に
帰
郷

さ
れ
ま
し
た
。
満
洲

の
哈
爾
浜
か
ら
故
郷

に
宛
て
た
手
紙
に

は
、
市
内
を
観
光
し

た
際
、
そ
の
発
展
ぶ

り
に
驚
い
た
事
や
、

故
郷
へ
の
お
土
産
に

悩
む
様
子
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
十
二
年
七
月
、
支
那
事
変

勃
発
に
よ
り
、
第
九
師
団
（
富

山
・
石
川
・
福
井
の
兵
士
で
構
成

さ
れ
る
）
の
上
海
へ
の
増
派
に
伴

い
出
征
さ
れ
ま
し
た
。

　
戦
地
は
、
開
戦
前
か
ら
堅
固
な

陣
地
が
構
築
さ
れ
て
い
た
上
、
良

好
な
道
路
も
少
な
く
、
水
濠
（
ク

リ
ー
ク
）
が
縦
横
に
連
な
る
為
、
軍

隊
の
行
動
が
困
難
と
い
う
地
形
で

し
た
。
現
地
の
日
本
軍
は
、
堅
固
な

陣
地
と
兵
数
の
劣
勢
に
よ
り
、
苦

戦
を
強
い
ら
れ
て
お
り
、
第
九
・
第

十
三
・
第
百
一
師
団
等
が
派
遣
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
九
月
末
、
上

海
に
上
陸
す
る

と
、
翌
月
四
日

に
は
、
第
三
・

第
九
師
団
の
戦

闘
が
進
捗
し
ま

し
た
。
そ
の
日

の
手
記
に
は
、

「
今
晩
弾
雨
か

猛
烈
」
、
十
日

の
手
記
に
は
、

「
其
日
は
朝
か

ら
夜
明
に
至
る
ま
で
ク
レ
ー
ク
に

て
体
を
ぬ
ら
す
。
下
は
水
に
ぬ
れ

上
か
ら
は
雨
か
降
り
、
此
の
寒
は

一
生
忘
れ
る
事
は
出
来
な
い
」
と

第
一
線
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
十
五
日
に
は
、
所
属
す
る
部

隊
の
中
隊
長
以
下
幹
部
は
ほ
と
ん

ど
戦
死
さ
れ
、
寺
西
政
雄
命
が
、

第
一
小
隊
長
代
理
と
な
り
ま
し
た
。

二
十
日
の
知
人
宛
の
書
簡
に
は
、

「
敵
砲
弾
は
耳
を
か
す
み
就
寝
す

る
事
十
分
な
ら
ず
。
日
も
最
早
十

五
日
余
り
相
成
り
ま
し
た
。
其
間

激
戦
は
数
回
、
三
度
食
す
ら
充
分

な
ら
ず
」
と
過
酷
な
戦
場
の
様
子

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
二
十
三
日
、
銃
弾
に
よ
り
負

傷
、
同
部
隊
の
大
窪
伍
長
に
よ
り

治
療
が
試
み
ら
れ
ま
し
た
が
戦
況

が
膠
着
状
態
と
な
り
治
療
が
難
し

い
と
悟
る
と
「
大
窪
君
、
大
丈
夫

だ
。
俺
の
事
を
心
配
せ
ず
、
味
方

を
指
揮
し
て
進
ん
で
呉
れ
」
と
伝

え
ら
れ
、
戦
死
さ
れ
ま
し
た
。
後

日
、
親
交
の
あ
っ
た
氏
川
軍
曹
か

ら
ご
遺
族
へ
宛
て
ら
れ
た
書
簡
に

も
「
部
下
と
共
に
実
に
勇
敢
な
る

第
一
線
勇
士
と
し
て
十
二
分
の
活

躍
せ
ら
れ
完
全
に
任
務
を
遂
行
せ

ら
れ
し
事
誠
に
武
人
の
亀
鑑
」
と

称
さ
れ
る
ご
最
期
で
し
た
。

　
明
朝
、
大
窪
伍
長
に
よ
っ
て
、

近
隣
の
部
落
の
傍
に
「
故
寺
西
伍

長
戦
死
之
地
」
と
墓
標
が
立
て
ら

れ
、
葬
ら
れ
ま
し
た
。
最
後
の
様

子
は
、
友
人
で
も
あ
っ
た
大
窪
伍

長
よ
り
寺
西
家
へ
と
伝
え
ら
れ
た

も
の
で
す
。

ハ
ル
ビ
ン

英
霊
の
ご
事
績（
寺
西
政
雄
命
）
権
禰
宜

　魚
岸
一
弥 

記

・

第
二
十
回 

人
形
展 

〜
一
期
一
会
〜

　七
月
二
十
四
日
（
金
）
〜
二
十
六
日
（
日
）
開
催

　
　
　﹇ 

午
前
十
時
〜
午
後
四
時 

﹈

会　場…当神社参集殿
入場料…無料　　（平成殿）

・

　
県
内
外
の
作
家
に
よ
る
創
作
人

形
や
、多
種
多
彩
な「
い
け
ば
な
」が

会
場
を
彩
る
、「
人
形
展
〜
一
期
一
会

〜
」が
本
年
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
洗
練
さ
れ
た
作
品
を
ご
覧
い
た
だ

き
、人
形
と
い
け
ば
な
と
の「
一
期
一

会
」を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

※
尚
、本
年
は
第
二
十
回
の
記
念
展
と
な
り
ま
す
の
で
特
別
企
画
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　乞
う
ご
期
待
！！

昭和十二年二月、除隊の時に贈られた
寄せ書き日章旗

（
原
文
マ
マ
）
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納

御
社
殿
屋
根
修
復
（
令
和
元
年
十
二
月
〜
令
和
二
年
二
月
二
十
九
日
）
敬
称
略

ご
奉
賛
頂
き
ま
し
た
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

※
奉
賛
金
・
銅
板
奉
納
は
随
時
受
付
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
奉
納
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
五
十
万
円
】

髙
尾
　
克
重

西
田
　
𠮷
輝

【
三
十
五
万
円
】

藤
井
　
崇
教

【
三
十
万
円
】

岩
倉
　
和
弘

【
十
一
万
円
】

福
光
会
代
表

　
中
田
　
十
三

【
十
万
円
】

松
田
　
義
則

㈱
長
田
組

【
五
万
円
】

中
田
　
　
武

藤
井
　
啓
文

島
崎
　
政
子

野
守
　
秀
一

小
西
　
勝
則

松
平
　
信
隆

孫
崎
　
紀
子

【
三
万
円
】

仲
村
歯
科
医
院

新
井
　
外
弘

中
嶋
　
綾
子

中
嶋
由
美
子

ア
イ
・
リ
ン
ク
グ
ル
ー
プ

【
一
万
円
】

海
老
　
雄
二

高
田
　
　
実

高
田
　
直
美

大
岩
　
龍
也

堀
池
　
良
一

堀
池
さ
つ
き

森
川
　
淳
夫

【
五
千
円
】

岡
田
　
春
雄

太
田
奈
緒
美

島
　
　
宏
和

岡
島
　
舞
子

中
島
　
正
範

常
本
　
弘
美

桑
﨑
　
　
真

桑
﨑
麻
里
代

小
泉
　
由
和

井
野
　
康
治

中
川
　
敏
雄

得
永
　
幸
子

中
島
　
経
佳

伊
東
　
洋
行

堀
　
美
保
子

長
谷
川
規
子

久
保
　
貴
美
　

松
本
　
健
一

井
波
　
久
明

中
川
　
　
遼

中
川
　
　
悟

尾
塩
　
裕
司

銅
版
奉
納
者

是
久
　
　
淳

篠
山
　
　
徹

山
田
　
省
子

丸
田
工
業
㈱

梅
野
　
牧
子

渡
邉
　
美
鈴

髙
井
　
勇
希

橋
本
　
永
都

髙
井
　
勇
希

宮
本
　
時
美

望
月
佑
里
子

髙
井
　
勇
希

㈱Leon't7

藤
沢
　
有
一

髙
井
　
勇
希

髙
井
　
靖
之

西
田
　
久
男

板
橋
　
　
優

高
松
　
幸
子

中
村
　
智
子

渡
辺
　
義
明

渡
辺
　
尚
代

山
崎
　
文
雄

石
渡
　
高
士

㈲
ア
グ
リ
お
が
わ

堀
　
　
　
充

今
堀
　
志
朗

海
老
　
雄
二

金
戸
　
弘
恵

渡
辺
　
外
好

柴
田
　
貴
也

岡
部
　
孝
雄

小
泉
　
由
和

齊
藤
　
　
修

森
　
　
春
樹

坂
倉
　
峯
子

坂
倉
　
大
士

髙
井
　
勇
希

井
野
　
康
治

野
崎
　
詩
織

新
井
　
外
弘

佐
々
木
　
光

佐
々
木
智
秋

大
橋
　
毅
彦

山
田
　
征
雄

髙
井
　
勇
希

東
田
　
芳
樹

髙
橋
　
　
太

森
田
　
浩
章

髙
井
　
勇
希

谷
井
　
珠
恵

髙
井
　
勇
希

山
田
　
省
子

西
田
　
英
明

小
田
　
正
治

髙
井
　
勇
希

山
本
　
　
卓

髙
井
　
勇
希

津
川
　
清
信

山
田
　
省
子

髙
井
　
勇
希

横
井
　
信
也

中
田
　
正
夫

中
田
　
文
枝

髙
井
　
勇
希

布
村
　
政
則

中
川
　
　
悟

髙
井
　
勇
希

御
朱
印
帳

御
朱
印
帳

御
朱
印
・
袋
・
栞

　
本
年
よ
り
当
神
社
特
製
の
御
朱

印
帳
を
お
頒
か
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
御
朱
印
帳
の
表
面
の
茶
色

は
大
地
、
青
は
水
、
緑
は
森
、
白

は
空
を
表
し
、
国
土
・
自
然
と
の

調
和
を
大
切
に
す
る
神
道
を
表
現

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
模
様
の
籠

目
紋
は
、
古
く
か
ら
魔
除
け
と
し

て
用
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
御
朱
印
帳
を
手
に
全
国

津
々
浦
々
の
神
社
を
巡
ら
れ
、
そ

の
地
の
神
様
を
感
じ
、
御
朱
印
を

お
受
け
下
さ
い
。

　
御
本
社
な
ら
び
に
末
社

「
功
霊
殿
」の
御
朱
印
と
、

御
朱
印
帳
袋
、
栞
を
授
与

し
て
い
ま
す
。
袋
と
栞

は
、
富
山
県
南
砺
市
福
光

で
生
産
さ
れ
て
い
た
福
光

麻
布
を
用
い
て
い
ま
す
。

※
御
朱
印

 

三
〇
〇
円

　御
朱
印
帳

 
一
、
五
〇
〇
円

　御
朱
印
帳
袋

 一
、
五
〇
〇
円

　栞

 

三
〇
〇
円

【
表
紙
写
真
】

社
報
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

　
当
神
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　
ご
覧
頂
け
ま
す
。

各
種
お
問
い
合
わ
せ
に
つ
き
ま
し
て
は
、

社
務
所
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

　
　
（
〇
七
六
三
）
八
二

－

〇
九
三
二

境
内
の
桜

中
橋
ゆ
き
な

木
下
　
咲
夢

　
願
い
に
よ
り
巫
女
を
免
ず
る

　
　
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

五
反 

日
乃

米
田 

亜
依

畠
山 

愛
梨

　
見
習
巫
女
を
命
ず
る

　
　
令
和
二
年
四
月
一
日

辞

　令

社
報
に
て
ご
案
内
し
て
お
り
ま
す
行
事

に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
変
更
す
る

場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

※
祭
典
は
通
常
通
り
斎
行
致
し
ま
す
。

〇
舞
扇

　
元
巫
女

　
　
中
橋
ゆ
き
な 

殿

　
　
木
下
　
咲
夢 

殿

〇
授
与
品
台
（
奉
納
者
作
）

　
南
部
建
具
店

　
　
南
部
　
　
進 

殿

〇
受
付
用
備
品
・
奉
鎮
台

　
　
　
　
　
　
　
　（
奉
納
者
作
）

　
氏
　
子

　
　
大
和
　
秀
夫 

殿

○
祈
祷
用
三
方

　
前
高
瀬
区
長

　
　
中
嶋
　
治
長 

殿

〇
木
彫
彫
刻

　
　
川
原
　
和
夫 

殿

〇
大
型
冷
蔵
庫

　
有
限
会
社
ソ
ム
リ
エ
・
ヨ
シ
オ
カ

　
　
吉
岡
　
嘉
憲 

殿

※
功
霊
殿

　当
神
社
の
末
社
で
、

南
砺
市
・
砺
波
市
・
小
矢
部
市
・

高
岡
市
の
一
部
の
英
霊
六
四
〇
〇

余
柱
を
お
祀
り
す
る
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治
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井
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津
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山
田
　
省
子
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井
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横
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信
也

中
田
　
正
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田
　
文
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髙
井
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御
朱
印
帳

御
朱
印
帳

御
朱
印
・
袋
・
栞

　
本
年
よ
り
当
神
社
特
製
の
御
朱

印
帳
を
お
頒
か
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
御
朱
印
帳
の
表
面
の
茶
色

は
大
地
、
青
は
水
、
緑
は
森
、
白

は
空
を
表
し
、
国
土
・
自
然
と
の

調
和
を
大
切
に
す
る
神
道
を
表
現

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
模
様
の
籠

目
紋
は
、
古
く
か
ら
魔
除
け
と
し

て
用
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
御
朱
印
帳
を
手
に
全
国

津
々
浦
々
の
神
社
を
巡
ら
れ
、
そ

の
地
の
神
様
を
感
じ
、
御
朱
印
を

お
受
け
下
さ
い
。

　
御
本
社
な
ら
び
に
末
社

「
功
霊
殿
」の
御
朱
印
と
、

御
朱
印
帳
袋
、
栞
を
授
与

し
て
い
ま
す
。
袋
と
栞

は
、
富
山
県
南
砺
市
福
光

で
生
産
さ
れ
て
い
た
福
光

麻
布
を
用
い
て
い
ま
す
。

※
御
朱
印

 

三
〇
〇
円

　御
朱
印
帳

 
一
、
五
〇
〇
円

　御
朱
印
帳
袋

 一
、
五
〇
〇
円

　栞

 

三
〇
〇
円

【
表
紙
写
真
】

社
報
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

　
当
神
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　
ご
覧
頂
け
ま
す
。

各
種
お
問
い
合
わ
せ
に
つ
き
ま
し
て
は
、

社
務
所
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

　
　
（
〇
七
六
三
）
八
二

－

〇
九
三
二

境
内
の
桜

中
橋
ゆ
き
な

木
下
　
咲
夢

　
願
い
に
よ
り
巫
女
を
免
ず
る

　
　
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

五
反 

日
乃

米
田 

亜
依

畠
山 

愛
梨

　
見
習
巫
女
を
命
ず
る

　
　
令
和
二
年
四
月
一
日

辞

　令

社
報
に
て
ご
案
内
し
て
お
り
ま
す
行
事

に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
変
更
す
る

場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

※
祭
典
は
通
常
通
り
斎
行
致
し
ま
す
。

〇
舞
扇

　
元
巫
女

　
　
中
橋
ゆ
き
な 

殿

　
　
木
下
　
咲
夢 

殿

〇
授
与
品
台
（
奉
納
者
作
）

　
南
部
建
具
店

　
　
南
部
　
　
進 

殿

〇
受
付
用
備
品
・
奉
鎮
台

　
　
　
　
　
　
　
　（
奉
納
者
作
）

　
氏
　
子

　
　
大
和
　
秀
夫 

殿

○
祈
祷
用
三
方

　
前
高
瀬
区
長

　
　
中
嶋
　
治
長 

殿

〇
木
彫
彫
刻

　
　
川
原
　
和
夫 

殿

〇
大
型
冷
蔵
庫

　
有
限
会
社
ソ
ム
リ
エ
・
ヨ
シ
オ
カ

　
　
吉
岡
　
嘉
憲 

殿

※
功
霊
殿

　当
神
社
の
末
社
で
、

南
砺
市
・
砺
波
市
・
小
矢
部
市
・

高
岡
市
の
一
部
の
英
霊
六
四
〇
〇

余
柱
を
お
祀
り
す
る
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撮影：南部スタジオ
令和 2 年 4月1日
https://www.takase.or.jp/

越中一宮 髙瀬神社ブライダル

只 今 
秋・冬の婚礼
ご予約
受付中このバンケットホールでのご結婚披露宴のご予約を承っております。

お気軽にお問い合わせ、ご相談いただきますよう、お待ち申し上げます。

縁結びの神様に誓う

伝統の結婚式を挙げていただく、

一生に一度の日だからこそ、

一日一組のカップルの為だけに、

このバンケットは生まれました。

高瀬神社 検索

おもてなしバンケットホール
一日一組限定の

仕事内容　結婚式・披露宴でのサービス業をご担当いただきます
勤務時間　土・日・祝日／9:00～18:00の間（披露宴時間による）
勤 務 地　南砺市高瀬291　髙瀬神社内
給　　与　時給1,000円以上　研修30ｈは時給900円
待　　遇　制服貸与　食事手当500円

土・日・祝日の空いた曜日だけ! 事前にシフトを決めて働きましょう!!
未経験者歓迎! 丁寧に教えます!

髙瀬神社  ブライダル事業部
℡（0763）82-1131  中井　面接随意・先ずはお電話を

月単位のシフト制なのであなたの都合に合わせて働けます

縁結びの神様のもとで幸せのお手伝いをしてみませんか
やさしいあなたの力を必要としています


